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百
人
が
出
席
し
閉
校
式

　

馬
頭
東
中
学
校
は
２
月
９
日
、

同
校
体
育
館
で
３
月
の
閉
校
に
先

立
ち
、
学
校
及
び
町
関
係
者
、
同

校
卒
業
生
な
ど
約
２
０
０
人
が
出

席
し
て
、
閉
校
記
念
式
典
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
は
、
泉
正
夫
副
町
長
の
開

式
の
言
葉
に
続
き
、
桑
野
正
光
教

育
長
か
ら
馬
頭
東
中
学
校
の
沿
革
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及
び
統
合
に
至
る
経
過
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

　

川
崎
和
郎
町
長
は
、「
よ
り
良

い
学
校
教
育
や
小
・
中
学
校
の
あ

り
方
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
し
た

が
こ
の
度
、
馬
頭
東
中
学
校
が
27

年
の
歴
史
に
幕
を
下
ろ
し
、
馬
頭

中
学
校
に
統
合
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
統
合
に
至
る
ま
で
に
は

地
域
の
皆
さ
ま
の
苦
渋
、
あ
る
い

は
大
英
断
が
あ
っ
た
か
と
思
い
ま

す
。
こ
こ
に
、
心
か
ら
敬
意
を
表

し
ま
す
と
と
も
に
、
ご
理
解
ご
協

力
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

馬
頭
中
学
校
に
つ
き
ま
し
て
は

将
来
を
見
据
え
た
高
度
情
報
化
や

グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
し
た
教
育
、

統
合
し
て
良
か
っ
た
と
思
え
る
よ

う
学
校
整
備
に
努
め
ま
す
。
生
徒

の
皆
さ
ん
は
、
学
習
面
、
運
動
面

で
大
い
に
力
を
発
揮
さ
れ
る
こ
と

を
期
待
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。

　

森
嶋
武
夫
学
校
長
は
、「
開
校

以
来
、学
ぼ
う
自
然
、作
ろ
う
緑
！

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
生
徒
、
職
員
、

保
護
者
や
地
域
の
皆
さ
ん
が
一
丸

と
な
っ
て
学
校
周
辺
の
環
境
整
備

に
努
め
、
数
々
の
栄
誉
を
受
賞
し

て
き
ま
し
た
。
こ
の
日
本
一
の
環

境
は
本
校
の
誇
り
で
す
。
生
徒
の

皆
さ
ん
は
、
こ
の
素
晴
ら
し
い
環

境
の
も
と
、
東
雲
台
の
学
び
舎
で

生
活
し
た
日
々
は
い
つ
ま
で
も
忘

れ
る
こ
と
な
く
、
心
に
刻
み
、
良

き
思
い
出
と
し
て
下
さ
い
」
と
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
郡
司
恵
一
県
教
育
委
員

会
南
那
須
教
育
事
務
所
長
、
杉
本

益
三
町
議
会
議
長
、
矢
内
修
中
学

校
統
廃
合
準
備
委
員
会
会
長
や
岩

村
房
行
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
生
徒
の
皆
さ
ん
に
記

念
品
と
閉
校
記
念
誌
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。

　

生
徒
を
代
表
し
て
薄
井
里
枝
さ

ん
か
ら
「
今
、
私
た
ち
の
心
は
、
馬

頭
東
中
学
校
の
名
前
に
別
れ
を
告

げ
る
寂
し
さ
と
母
校
へ
の
感
謝
の

気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
中
学

校
生
活
の
思
い
出
と
し
て
は
、
今

年
度
出
場
し
た
陸
上
の
地
区
大
会

女
子
４
０
０
ｍ
リ
レ
ー
で
27
年
ぶ

り
に
大
会
記
録
を
更
新
し
、
優
勝

し
た
こ
と
で
す
。
練
習
は
辛
か
っ

た
け
れ
ど
も
、本
校
最
後
の
年
に
、

馬
頭
東
中
の
名
前
を
残
す
こ
と
が

出
来
、
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で

す
。

　

数
年
前
ま
で
各
学
年
２
ク
ラ
ス

あ
っ
た
学
級
も
、
今
で
は
１
ク
ラ

ス
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

学
年
の
ま
と
ま
り
や
全
校
生
で
の

協
力
体
制
に
つ
い
て
素
晴
ら
し
い

馬頭東中 学校閉校
統合馬頭中学校で新たな歴史が始まる



3 広報なかがわ　平成20年３月10日

も
の
が
あ
り
、
特
に
こ
の
一
年
は

東
中
最
後
の
行
事
に
な
る
こ
と
を

意
識
し
て
最
高
の
思
い
出
が
作
れ

る
よ
う
に
一
人
ひ
と
り
が
頑
張
り

ま
し
た
。

　

馬
頭
東
中
学
校
の
歴
史
を
振
り

返
る
時
、
27
年
間
に
わ
た
る
先
輩

の
皆
さ
ん
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
の

絆
を
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
が
充
実
し
た
学
校
生
活

を
送
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
素

晴
ら
し
い
環
境
と
良
き
伝
統
を
築

き
上
げ
た
先
輩
の
皆
さ
ん
と
地
域

の
皆
さ
ん
の
確
か
な
絆き
ず
なが
あ
っ
た

か
ら
で
、
私
た
ち
は
今
し
っ
か
り

と
そ
の
絆
を
受
け
取
っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
３
年
生
は
卒
業
し
ま
す

が
、
１
・
２
年
生
の
皆
さ
ん
は
本

校
で
つ
な
い
で
き
た
私
た
ち
の
絆

は
途
切
れ
る
こ
と
な
く
、
新
し
い

も
の
と
向
き
合
っ
て
よ
り
良
い
伝

統
を
作
り
上
げ
て
い
く
こ
と
が
で

き
る
と
信
じ
て
い
ま
す
」
と
あ
い

さ
つ
。
最
後
に
出
席
者
全
員
で
校

歌
を
斉
唱
し
、
母
校
の
閉
校
を
惜

し
み
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
、
生
徒
か
ら
来
賓

や
保
護
者
、
地
域
の
皆
さ
ん
全
員

に
感
謝
を
込
め
て
、
花
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

馬頭東中
東雲台  27年の歴史に幕、

馬頭東中学校の沿革
昭和56年４月　大山田中学校と大内中学校が統合し、馬
　　　　　　　頭町立馬頭東中学校として開校
昭和57年１月　体育館完成
昭和57年５月　校章及び校歌制定
昭和57年８月　プール完成
平成２年３月　校旗制定
平成３年４月　緑の少年団結成
平成４年６月　県教育委員会より優良校として表彰
平成５年１月　県学校林活動コンクール最優秀賞受賞
平成５年４月　全国学校林活動コンクール特選（農林水
　　　　　　　産大臣賞）受賞
平成６年９月　全日本緑の少年団発表大会優秀賞受賞
平成８年11月　日本ＰＴＡ全国協議会会長賞受賞
平成９年２月　県学校環境緑化コンクール努力賞受賞
平成10年１月　県健康推進学校優秀賞受賞
平成11年２月　県学校関係緑化コンクールの部優秀賞受
　　　　　　　賞
平成11年11月　優良ＰＴＡ文部大臣表彰受賞
平成12年２月　県学校関係緑化コンクール最優秀賞受賞
平成12年４月　全国学校関係緑化コンクール学校環境緑
　　　　　　　化の部特選（文部大臣賞受賞）
平成13年12月　県中学生人権作文コンクール学校賞受賞
平成14年７月　緑の少年団緑化推進運動功労者内閣総理
　　　　　　　大臣表彰
平成17年２月　県学校関係緑化コンクール模範校の部最
　　　　　　　優秀模範校受賞
平成17年10月　合併により那珂川町立馬頭東中学校と改
　　　　　　　称

那珂川町立馬頭東中学校生徒・教職員数　
　　平成20年2月9日現在

１年生 2 年生 3 年生 計 教職員 合 計

男 18 13 12 43 6 49

女 15 16 13 44 9 53

計 33 29 25 87 15 102

学級数 1 1 1 3
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　春は学校の卒業・入学、会社の年度末・新年度と重なり、異動の多い季節です。異動に伴い、加入している健
康保険や年金が変わる場合がありますので、脱退・加入の手続きを忘れないようにしましょう。
問い合わせ　住民生活課保険年金係　☎0287－92－1112　小川支所住民生活課戸籍住民係　☎0287－96－2114

国民健康保険・国民年金 こんな時には役場に届け出が必要です！

国保に加入・脱退するとき 役場に持参するもの 国民年金に加入・脱退するとき 役場に持参するもの

他の市町村から転入したとき 転出証明書、印鑑 20歳になったとき 国民年金加入届、印鑑

他の市町村へ転出するとき 国保の保険証、印鑑 社会保険などをやめたとき 年金手帳、資格喪失証明書

社会保険などに入ったとき 国保と社保の保険証、印鑑 収入が少なく免除したいとき 印鑑

社会保険などをやめたとき
資格喪失証明書、国保の保
険証、印鑑、年金受給者は年
金証書 学生で納付特例したいとき

印鑑、年金手帳、学生証また
は在学証明書

子どもが生まれたとき 母子健康手帳、保険証、印鑑

死亡したとき 国保の保険証、印鑑

※世帯に国保加入者がいる場合の転入、転出、転居、世帯合併、世帯分離、世帯主変更などの住民異動届に伴う
　異動の際にも、国保の保険証を持参してください。

４月から国民健康保険税の年金天引き
（特別徴収）が始まります

　現在、国民健康保険税は世帯主に課税され、納付
書または口座振替による納付（普通徴収）を実施し
ています。
　平成20年４月からは、世帯内の国保被保険者全員
が65歳以上75歳未満の世帯主の方（擬制世帯を除
く）で、年金受給額が年間18万円以上、国保税と介
護保険料の合計額が年金額の２分の１を超えない場
合には、支給される年金から国保税と介護保険料が
年金から天引き（特別徴収）されることになります。
問い合わせ　税務課住民税係　☎0287－92－1120

平成21年1月、上場会社の株券が電子化されます！

　株券電子化により、上場会社の株券は無効とな
り、株主の権利は証券会社などの金融機関の口座で
電子的に管理されます。
　お手元の株券が本人名義になっていない場合は、
電子化により株主としての権利を失うおそれがあり
ますので、注意が必要です。ご自宅のタンスや貸金
庫で長期間保管されている株券の中には、名義書き
換えや転居の際の住所変更などが済んでいないもの
もあると考えられますので、この機会にご確認され
ることをお勧めします。株券の電子化により、株式
の管理や取引がより効率的に、より安全に行えるよ
うになります。
問い合わせ　日本証券業協会証券決済制度改革推進
センター　☎03－3667－4500（平日：9時～17時）

４月から国民健康保険被保険者証等が
更新されます

　医療制度が改正されるため、次に該当の国保世
帯は国民健康保険被保険者証等が更新となります。
　新しい保険証等は、３月末に郵送いたします。

■老人医療の該当者のいる世帯
　平成20年４月１日より老人医療該当者は、後

※ 1

期
高齢者医療制度に加入するため国民健康保険から
脱退することになり、該当する世帯には、保険者
証が交付されます。
　老人医療該当者には、新たに後期高齢者医療保
険証が交付されます。

■65歳以上の退職者医療の該当者のいる世帯
　退職者医療制度の対象年齢が65歳未満に変更さ
れることにより、65歳以上の方とその扶養の方
は、一般の被保険者証（緑色）が交付されます。

■70歳以上75歳未満の国民健康保険前
※2

期高齢者
医療の該当者のいる世帯
　医療制度の改正により、有効期限が平成20年３
月31日となっているため、新しい高齢受給者証が
交付されます。
　新しい保険証等が届きましたら、古い保険証等
を、住民生活課までご返却ください。
※１後期高齢者とは75歳以上の高齢者
※２前期高齢者とは70歳以上75歳未満の国保世帯
　　の高齢者
　なお、詳細については今月配布の｢国保だより｣
を参照してください。
問い合わせ　住民生活課　本庁☎0287－92―1112
　　　　　　　　　　　　支所☎0287－96―2114
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必ず設置しよう住宅用火災警報器 !!
　消防法の改正にともない、平成21年５月31日までに一般住宅・アパート等

すべての住宅に住宅用火災警報器を設置しなければなりません。

●なぜ・・必ず設置するの？ 
　住宅火災により毎年約1000人の方が亡くなられています。
　おもな原因は、逃げ遅れによるもので、今後も高齢化社会
とともに住宅火災による死者の増加が懸念されるからです。

●住宅用火災警報器って？　　
　火災の初期において煙や熱を感知し、警報音や音声により火災を知らせるものです。
　大きく分けると、煙に反応する「煙式」と、熱に反応する「熱式」があります。また、乾電池タイプと家庭用
電源タイプがあります。乾電池タイプのものはネジ式なので、ネジ回しさえあればだれでも簡単に取り付けるこ
とができます。
　購入するときは日本消防検定協会に合格した「ＮＳマーク」が付いて
いるものをお薦めします。

●悪質な訪問販売にご注意ください
　消防職員が住宅用火災警報器や消火器を売りつけることは、絶対ありま
せん。
　住宅用火災警報器や消火器を設置しないことで、特に罰則規定はありま
せん。罰則と言う言葉におびえて、動揺しないようにして下さい。

南那須地区
広域行政事務組合消防本部

 予防課　　　０２８７－８２－２００９
 馬頭分署　　０２８７－９２－２８００
 小川分署　　０２８７－９６－２１８８

問い合わせ

なす風土記の丘資料館歴史解説員養成講座受講生募集
■趣旨　なす風土記の丘周辺には国宝や国指定史跡
をはじめ多くの史跡が存在しています。また、古来
から産金、窯業の地としても広く知られているとこ
ろです。
　これらの誇るべき歴史遺産への関心を高め、あわ
せて地域文化の活性化を図るため、昨年度に引き続
いて「歴史解説員養成講座」を開講いたします。自
己向上を図りながら社会貢献をしたい人であれば経
験や知識の有無は問いません。
　なお、昨年度は18名の方が講座を修了し、歴史解
説員としてすでに活動を始めています。奮ってご応
募ください。
■主催　栃木県立なす風土記の丘資料館
■対象　18歳以上で、下記の条件を満たす方
　①歴史に関心があり、開催する講座に参加できる。
　②講座修了後、当館の主催する行事や来館者への
　　援助ができる。
■定員　20名（先着順）
■申し込み　栃木県立なす風土記の丘資料館（小川館）
　　　　　　☎０２８７－９６－３３６６
■受付期限　４月20日まで　ただし月曜日は除く。
　　　　　　電話または直接来館して申し込んでく
　　　　　　ださい。
■講習日　４月から来年２月までの土曜日・日曜日
　　　　　に14回実施

■講習内容
①４/27	開講式、講話「歴史を学ぶ意義」、昼食交歓
	 会（古代米もちつき）、火起こし・勾

まがたま

玉作り
②５/18	 特別展記念講演会、ギャラリートーク
③６/８	 春の史跡見学会（宮城県方面）
④７/５	 夏休み展示会イベント、古代米まぜご飯作り
	 （昼食）、古代編み物・団

う ち わ

扇・ガラス玉作り
⑤７/20	 縄文土器作り、もちつき（昼食）、発掘調査体
	 験（天候・現場の状況による）
  ７/27	 縄文土器作り（どちらか都合の良い日に出席）
⑥９/７	 講話「那須の歴史概説」、昼食交歓会、風土
　	 記の丘資料館周辺の史跡見学
⑦９/20	 企画展イベント
⑧10/19	秋の史跡見学会（埼玉県方面）
⑨10/26	企画展記念講演会、シンポジウム、ギャラリートーク
⑩11/２	 「しらきの里ウォーク」支援活動体験
⑪12/７	「古代文字講座」ハンコ作り、鏡餅・門松作り
⑫12/21	年賀状作り、古代そば作り（昼食）
⑬１/25	 もちつき（昼食）、小川館・湯津上館の解説実習
⑭２/28	 風土記の丘成果発表会、修了式
■経費	 無料（ただし、史跡見学会の旅費2,000円程度
　　　　の実費が必要）
■その他	 修了者には修了証を授与し、登録会員証を
　　　　　発行します。不明な点は、小川館（☎0287－
　　　　　96－3366）にお問い合わせください。
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犬の登録及び狂犬病予防注射を実施します
 平成20年度犬の登録及び狂犬病予防注射日程表
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家庭ごみの「休日受け入れ」がスタートします
　保健衛生センターでは、平成20年度から月１回の休日等で、直接搬入のごみに限り受け入れを行います。「ごみの分け
方・出し方」、「リサイクルなかがわ ごみ分別辞典」で指定している家庭ごみの持ち込みが可能です。

■受け入れ日

　・４月６日（日）
　・５月11日（日）
　・６月１日（日）
　・７月６日（日）
　・８月３日（日）
　・９月７日（日）

・10月５日（日）
・11月２日（日）
・12月30日（火）
・平成21年１月11日（日）
・平成21年２月１日（日）
・平成21年３月１日（日）

■手数料　一般家庭ごみ　　　10㎏当り　　40円
　　　　　事業系一般廃棄物　10㎏当り　  100円
■受付時間　午前８時30分～午前11時30分　
　　　　　　午後１時～午後４時

■注意事項

・休日の受け入れは、個人が保健衛生センターへ自己搬入
　するごみが対象です。町での収集運搬は行いませんの
　で、ゴミステーションには出せません。
・持ち込むごみについては、各家庭に配布されている「ご
　みの分け方・出し方」、「リサイクルなかがわ ごみ分別辞
　典」を参照してください。
・「燃えるごみ」については、町の指定袋へ入れて持ち込
　んでください。
・燃えるごみ以外のごみについては、分別してから持ち込
　んでください。
■問い合わせ　保健衛生センター　☎０２８７－８３－１１５５
　　　　　　　住 民 生 活 課　　☎０２８７－９２－１１１２

優良運転者の表彰申し込み案内
　永年優良運転をされてきた交通安全協会会員の皆
さまからの表彰申請を受け付けます。
申請締切り　３月31日（月）まで
表彰の資格　
　①那珂川交通安全協会員であること。
　②過去５年以上無事故無違反であること。
　③過去に交通安全功労者または優良運転者とし　
　　て、緑十字銅章以上の表彰を受けていないこと。
表彰の種類及び対象者

　次の期間に運転免許証を取得されている方が対象と
なります。（免許証の取得年月日により確認してください）
40年表彰　昭和43年３月31日以前
30年表彰　昭和52年４月１日～昭和53年３月31日
20年表彰　昭和62年４月１日～昭和63年３月31日
15年表彰　平成４年４月１日～平成５年３月31日
10年表彰　平成９年４月１日～平成10年３月31日
５年表彰　平成14年４月１日～平成15年３月31日
　申し込みを希望する方は、免許証と申請料700円を
持参のうえ、那珂川警察署までお越しください。
問い合わせ　那珂川警察署交通課・那珂川交通安全協会
　　　　　　☎０２８７－９２－０１１０（代）

犬の収容情報を見ることができます
　行方不明になってしまった飼い犬が、動物愛護指導セ
ンターに保護収容されている場合、栃木県のホームページ
から、その犬の「収容動物情報」を見ることができます。
収容動物情報のＨＰアドレス

【http://www.pref.tochigi.jp/life/eisei-doubutsu/
douai/1187406586473.html】
栃木県のトップページからの入り方

①トップページ → テーマ「暮らし」の中の「衛生・動物」
　をクリック
②「動物愛護」をクリック
③「動物愛護指導センター」をクリック
④「収容動物情報」をクリック
【飼い犬がいなくなってしまったら・・・】

　飼っている犬が行方不明になってしまった時は、動物
愛護指導センターへご連絡ください。※動物愛護指導セ
ンターにおける犬の収容期間は、土・日・祝日を除いて４
日間です。※所有者が分かるよう、犬に鑑札・注射済票
を身に着けてください。
問い合わせ　栃木県動物愛護指導センター　
　　　　　　☎０２８－６８４－５４５８
　　　　　　（午前８時30分～午後５時30分受付）
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もうすぐ第一次集約期限（３月３１日）です。
お早めに加入申し込みを!!　
基本サービスだけでも申し込めます。

もうすぐ第一次集約期限（３月３１日）です。
お早めに加入申し込みを!!　
基本サービスだけでも申し込めます。

30～平成21年４月供用開始予定～

☎９２－１１０８  Ｅ-mail kjouhou@town.tochigi-nakagawa.lg.jp

★ 基本サービス
○原則１世帯または１事業所単位で申し込めます。
○月額１，６００円だけで使えるサービスです。高齢者世帯には減免制度があります。
○基本サービスは、申し込み１口（１保安器）につき、ＳＴＢと音声告知放送受信機各１台が町から無償貸与さ

れます。２台目以降のＳＴＢを希望される場合は、オプションサービスとなり、有償です。また、申込者の住
所地以外の店舗や事務所などの申し込み（保安器を設置）をする場合は、別口となります。

○今、申し込めば初期費用（加入金と引込工事費）が無料です。（平成20年９月30日まで）
○現在、ＣＴＢに加入されている方も、新たに加入申し込みが必要となりますので、ご注意ください。
○オプションサービスは、後で追加や変更ができます。
○基本使用料、オプションサービス料は、いつ申し込んでも料金は同じです。
○申込書等は、本庁、小川支所及びＣＴＢ放送センターに置いてあります。また、電話での請求も受け付けてい

ますので、お気軽に高度情報化推進室までご連絡ください。
○基本サービスは、次の５つのサービスです。

１．再送信サービス
○地上デジタル放送、衛星ＢＳデジタル放送及びＦＭラジオ放送の再送信サービスです。（ＮＨＫ受信料は、基本使用料

月額１，６００円には含まれませんので、別途支払いとなります。ＷＯＷＯＷは、別契約が必要です）
○現在の地上アナログ放送は、平成23年７月24日まで引き続き再送信を行いますので、２台目以降のアナログテレビにＳ

ＴＢ等を設置しなくても、放送終了まではそのまま視聴できます。

２．自主放送サービス
○ニュースポケット、議会（録画）中継等の制作番組、アニメ・グリーンチャンネル・県政ピックアップ・今日の料理などの

配給番組、データ放送及び文字放送です。

３．音声告知放送サービス
○緊急放送や連絡放送などの音声による告知放送サービスです。音声告知放送受信機を室内に設置しますので、いつ

でも明瞭に聞こえます。また、録音再生機能がありますので、不在の時や聞き漏らした時には便利です。なお、連絡放
送には、町内一斉放送のほか、特定のグループの方々に、代表者の電話機から一斉に連絡放送ができるページング放
送があります。自治会、ＰＴＡ、営農グループ、各種団体などさまざまなグループが設定できる、より便利な機能です。

４．加入者間町内無料電話サービス
○加入者間町内無料電話サービスは、ケーブルテレビの加入者同士の通話が無料となりますので、町内通話が主なら

ば、オプションサービスのＩＰ電話サービスへの申し込みは不要です。
○停電時、緊急通話（１１０番、１１９番）及び１７７番等のＮＴＴ独自サービスにはつながりませんので、一般電話に切

り替えての通話となります。

５．テレビインターネットサービス
○テレビインターネットサービスは、新たに配線した通信系ケーブルに接続したＳＴＢにより、テレビ画面で町のお知らせ

や一般のホームページの閲覧・電子メールの送受信ができます。ＳＴＢのリモコンで簡単に操作できますが、データの
保存や印刷などはできませんので、パソコンのすべての機能を満たすものではありません。
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★ 悪徳商法にご注意ください！
○テレビ調査人や工事人を名乗って不正請求を行ったり、郵便による振り込め詐欺（架空請求）の例が発生しています。

地上デジタル放送に関する誤った情報や不十分な情報にもとづいて関連商品・サービスを売りつける悪徳商法にご注
意ください。

★ 関東広域地上デジタル放送推進協議会からのお知らせ

　地上デジタル放送“馬頭中継局 ３月スタート！”
　３月より馬頭テレビ中継局（那珂川町久那瀬）から、ＮＨＫ、民間放送の地上デジタル放送が開始されます。
　地上デジタル放送を受信するためには、ＵＨＦアンテナやデジタル受信機が必要です。詳しくは、お近くの電器店にご
相談ください。

 馬頭中継局のチャンネル

デジタル放送 アナログ放送

放送局名 リモコン
チャンネル

送　　信
チャンネル

送　　信
チャンネル

ＮＨＫ（総合） １ ２０ ５２
ＮＨＫ（教育） ２ ２６ ５０
とちぎテレビ ３ １４ ４８
日本テレビ ４ ２５ ５４
テレビ朝日 ５ ２４ ６０
ＴＢＳテレビ ６ ２２ ５６
テレビ東京 ７ ２３ ６２
フジテレビ ８ ２１ ５８

 問い合わせ

関東総合通信局
放送部放送課

☎ 03-6238-1944

ＮＨＫ
☎ 0570-003434 

（受信相談窓口）

㈱とちぎテレビ
☎ 028-623-0031

（代表）

日本テレビ放送網㈱ 
☎ 03-6215-4444

（視聴者センター）

㈱ＴＢＳテレビ
☎ 03-3746-6666

（視聴者センター）

㈱フジテレビ
☎ 03-5500-2005

（視聴者センター）

㈱テレビ朝日
☎ 03-6406-5555
（視聴者窓口）

㈱テレビ東京
☎ 03-3432-1212

（代表）

 地上デジタル放送の視聴可能エリアの目安

※エリア内であっても、地形やビルの陰などによって電波がさえ
ぎられる場合や電波の伝搬状況などにより、視聴できない場
合があります。

馬頭中継局

★ 那珂川町ケーブルテレビ施設加入のお勧め
　ケーブルテレビに加入すれば、町内どこでもアンテナ不要で鮮明な画像がお楽しみいただけます。
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ち
づ
く
り
」
に

つ
い
て
、最
大
限
の
支
援
を
行
う
。

５　

そ
の
他
処
分
場
に
関
し
必
要

な
事
項
に
つ
い
て
は
、
別
途
協
議

し
、
協
定
を
締
結
す
る
。

　

以
上
の
内
容
を
確
認
し
、
知
事

と
町
長
が
署
名
し
て
協
定
が
締
結

さ
れ
ま
し
た
。
今
後
は
一
日
も
早

い
不
法
投
棄
物
の
処
理
に
向
け
、

処
分
場
建
設
事
業
を
推
進
さ
れ
る

こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

　

県
が
備
中
沢
地
区
に
建
設
を
計

画
し
て
い
る
県
内
初
の
県
営
管
理

型
最
終
処
分
場
に
つ
い
て
、
県
と

町
は
２
月
12
日
、
処
分
場
の
安
全

確
保
や
地
域
振
興
策
支
援
な
ど
を

盛
り
込
ん
だ
基
本
協
定
を
締
結
し

ま
し
た
。

　

県
庁
で
行
わ
れ
た
基
本
協
定
書

調
印
式
に
は
福
田
富
一
知
事
、
川

崎
和
郎
町
長
は
じ
め
、
杉
本
益
三

議
長
や
町
議
会
議
員
な
ど
関
係
者

約
30
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

福
田
知
事
は
「
協
定
締
結
を
契

機
に
決
意
を
新
た
に
し
、
多
重
安

全
シ
ス
テ
ム
を
備
え
た
全
国
の
モ

デ
ル
と
な
る
処
分
場
の
早
期
完
成

に
向
け
、
着
実
に
事
業
を
進
め
る

馬
頭
最
終
処
分
場
に
関
す
る
基
本
協
定
書
に
調
印

と
と
も
に
、
町
か
ら
の
要
望
で
あ

る
環
境
と
共
生
す
る
ま
ち
づ
く
り

へ
の
支
援
に
つ
い
て
も
最
大
限
の

努
力
を
し
て
ま
い
り
た
い
」、
ま

た
、
川
崎
町
長
は
「
本
日
以
降
、

本
当
の
意
味
で
の
環
境
と
共
生
す

る
ま
ち
づ
く
り
が
ス
タ
ー
ト
で
き

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
だ
合
意

形
成
に
至
ら
な
い
面
も
あ
り
ま
す

が
、
こ
れ
か
ら
も
粘
り
強
く
県
と

連
携
し
、
合
意
形
成
に
向
け
て
進

め
て
ま
い
り
た
い
。
必
ず
や
将
来

の
那
珂
川
町
の
発
展
に
つ
な
が
っ

て
い
く
も
の
と
確
信
し
て
い
ま

す
」
と
あ
い
さ
つ
。
そ
の
後
、
知

事
と
町
長
が
そ
れ
ぞ
れ
基
本
協
定

に
署
名
し
、
固
い
握
手
が
交
わ
さ

れ
ま
し
た
。

相談日時　３月 19 日（水）
　　　　　午後１時～午後６時
場　　所　本庁２階第３会議室
問い合わせ　
　　県　馬頭処分場整備室
　　　　☎０２８－６２３－３２２７
　　町　環境整備対策室　　
　　　　☎０２８７－９２－１１１０

馬頭最終処分場についての
相談窓口の開設
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子
ど
も
が
赤
ち
ゃ
ん
の
こ
ろ
、
手

本
に
し
よ
う
と
開
い
た
育
児
書
の

内
容
と
我
が
子
の
違
い
に
、
か
え

っ
て
悩
ん
で
し
ま
っ
た
と
い
う
よ

う
な
こ
と
を
皆
さ
ん
経
験
さ
れ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
大
き
く
な
れ

ば
な
っ
た
で
、
自
分
一
人
で
育
っ

た
よ
う
な
顔
を
し
て
反
抗
さ
れ
、

ど
う
し
て
こ
ん
な
風
に
育
て
て
し

ま
っ
た
の
か
と
落
胆
す
る
こ
と
も

た
び
た
び
で
、
親
で
あ
る
以
上
い

つ
ま
で
も
悩
み
が
尽
き
な
い
の
が

子
育
て
で
す
。

生
涯
学
習
課
だ
よ
り 

～
ゆ
る
ゆ
る
と
行
こ
う
～

 

子
育
て
の
悩
み―
親
の
８
割

　

先
ご
ろ
、
平
成
19
年
に
栃
木
県

教
育
委
員
会
が
行
っ
た
「
家
庭
教

育
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の
結

果
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。（
図
参

照
）
こ
の
内
容
か
ら
は
、
子
育
て

経
験
者
の
多
く
が
悩
み
や
不
安
を

抱
え
て
お
り
、
若
い
年
代
ほ
ど
子

育
て
に
自
信
が
も
て
な
い
で
い
る

と
い
う
状
況
が
見
え
て
き
ま
す
。

　

私
た
ち
大
人
が
相
手
に
す
る
子

ど
も
は
、
一
人
ひ
と
り
性
格
や
成

長
の
ス
ピ
ー
ド
も
異
な
り
ま
す
。

Vol.4

 

交
流
し
な
が
ら
大
人
が
育
つ

　
　

「
親
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

　

こ
の
よ
う
な
子
育
て
の
悩
み

を
、
親
同
士
が
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

な
ど
を
通
し
て
話
し
合
っ
た
り
、

知
識
・
手
法
な
ど
を
主
体
的
に
学

ぶ
こ
と
が
で
き
る
参
加
型
学
習
プ

ロ
グ
ラ
ム「
親
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

を
県
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
17

年
度
に
作
成
。
翌
年
度
か
ら
「
親

学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
指
導
者
研
修
」

を
開
催
し
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施

す
る
際
の
指
導
者
（
こ
の
コ
ー
ナ

ー
で
は
学
習
支
援
者
と
言
い
換
え

ま
す
）
を
養
成
す
る
な
ど
「
親
学

習
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
積
極
的
な
活

用
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

那
珂
川
町
に
も
現
在
６
名
の
学

習
支
援
者
が
い
ま
す
。
２
年
目
の

今
年
度
は
支
援
者
自
身
の
積
極
的

な
働
き
か
け
も
あ
り
、
町
内
の
保

育
園
１
ヵ
所
、
小
学
校
２
ヵ
所
の

ご
協
力
に
よ
り
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実

施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。「
親

学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
聞
く
と
堅

い
印
象
で
す
が
、
他
の
参
加
者
の

話
を
聞
く
こ
と
で
、
子
育
て
に
悩

み
、
不
安
を
感
じ
て
い
る
の
は
自

分
だ
け
で
は
な
い
こ
と
に
気
づ
き

ま
す
。
そ
の
こ
と
が
安
心
感
に
つ

な
が
り
、
ど
う
し
た
ら
い
い
か
前

向
き
に
悩
み
や
不
安
と
付
き
合
う

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
様
子
が
う
か
が
え
ま
す
。
ま

た
、
参
加
し
た
保
護
者
か
ら
も
好

意
的
な
ご
意
見
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　

町
生
涯
学
習
課
で
も
「
親
学
習

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
子
育
て
の
悩
み

の
緩
和
剤
と
と
ら
え
、
一
人
で
も

多
く
の
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
の
気

持
ち
が
楽
に
な
っ
て
前
向
き
に
子

ど
も
と
向
き
合
う
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
学
習
支
援
者
と
協
同
で
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
普
及
に
努
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
「
親
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
つ
い

て
は
町
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☎
０
２
８
７―

９
２―

２
８
９
７

0 20 40 60 80 100

50歳代以上

40歳代

20～ 30歳代

全体 83.9

59.1

68.0

58.3

45.1

83.6

87.1

80.1

0

（％）

（％） 20 40 60 80 100

50歳代以上

40歳代

20～ 30歳代

全体

子育ての悩みや不安（あった・多少あったの合計）

しつけや子育てに自信がない（あまりない・全くないの合計）

いずれも、県教育委員会「家庭教育に関するアンケート」調査結果に基づく

ゲームで和やかな雰囲気に（馬頭西小）

グループごとにワークシートにそって話し合い（馬頭北保育園） 話し合った内容を発表する参加者（小川南小）
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学
生
版
画
コ
ン
ク
ー
ル

　
　
　

町
長
賞
に
露
久
保
さ
ん

　

版
画
に
親
し
み
、
そ
の
良
さ
を
知
っ
て

も
ら
お
う
と
町
と
教
育
委
員
会
主
催
に
よ

る
第
３
回
学
生
版
画
コ
ン
ク
ー
ル
が
行
わ

れ
、
そ
の
表
彰
式
が
２
月
15
日
、
馬
頭
広

重
美
術
館
研
修
室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

２
幼
稚
園
、
14
小
・
中
学
校
か
ら
出
品
さ

れ
た
９
２
４
点
の
作
品
の
中
か
ら
、
町
長

賞
な
ど
１
３
２
点
が
選
ば
れ
、
代
表
者
に

桑
野
教
育
長
か
ら
表
彰
状
と
記
念
品
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
長
賞
に
選
ば
れ
た
露
久
保
湧
輝
さ
ん

は
「
み
ん
な
で
、
掃
き
掃
除
を
し
て
い
る

と
こ
ろ
を
作
品
に
し
ま
し
た
。
落
ち
葉
や

顔
を
掘
る
と
こ
ろ
が
一
番
難
し
か
っ
た
で

す
。
賞
を
も
ら
え
て
う
れ
し
い
で
す
」
と

喜
び
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

明
日
を
築
く
よ
い
子
の
集
い

　

子
ど
も
会
活
動
を
通
じ
、
子
ど
も
た
ち

の
自
覚
と
相
互
の
連
帯
感
を
深
め
よ
う
と

２
月
16
日
、
馬
頭
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
集

会
室
で
「
明
日
を
築
く
よ
い
子
の
集
い
」

が
開
催
さ
れ
、
約
１
３
０
人
が
出
席
し
ま

し
た
。

　

森
清
一
子
ど
も
会
育
成
会
連
合
協
議
会

会
長
か
ら
優
良
子
ど
も
会
表
彰
や
功
労
者

表
彰
が
記
念
品
と
一
緒
に
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。
表
彰
式
終
了
後
は
、
小
砂
子
ど
も
会

と
上
西
の
原
子
ど
も
会
の
事
例
発
表
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン

「
山
古
志
村
の
マ
リ
と
３
匹
の
子
犬
」を
上

映
し
ま
し
た
。
な
お
、
表
彰
さ
れ
た
方
々

は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

○
優
良
子
ど
も
会
表
彰

小
砂
子
ど
も
会
、
上
西
の
原
子
ど
も
会

○
功
労
者
表
彰

磯
忠
夫
（
小
口
）、
堀
江
二
三
男
（
和
見
）

高
橋
勇
（
馬
頭
）、
笠
井
正
（
大
内
）、
鈴

木
明
信
（
谷
川
）

 

薬
物
乱
用
防
止
教
室
で

　
　

薬
物
の
恐
ろ
し
さ
学
ぶ

　

健
武
小
学
校
で
は
５
、６
年
生
12
人
を

対
象
に
、
１
月
31
日
、
薬
物
乱
用
防
止
教

室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

県
警
少
年
課
の
早
川
さ
ん
と
戸
石
さ
ん

が
薬
物
乱
用
防
止
広
報
車「
き
ら
き
ら
号
」

で
来
校
。
広
報
車
の
側
面
に
映
る
テ
レ
ビ

で「
薬
物
乱
用
は
ダ
メ　

ゼ
ッ
タ
イ
」を
見

て
、
薬
物
の
種
類
や
依
存
性
な
ど
の
恐
ろ

し
さ
を
学
び
、
そ
の
後
、
広
報
車
に
乗
っ

て
パ
ネ
ル
や
標
本
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
か
ら
は
、「
薬
物
と
判
ら
な
く

て
使
用
し
て
し
ま
っ
た
ら
、
罪
に
問
わ
れ

る
の
か
」
と
か
、「
薬
と
ど
う
見
分
け
る
の

か
」
な
ど
の
質
問
が
出
て
い
ま
し
た
。

　

早
川
さ
ん
は
「
友
だ
ち
や
先
輩
か
ら
誘

わ
れ
て
も
、
断
る
勇
気
が
必
要
で
あ
り
、

ぜ
ひ
、
大
人
に
相
談
し
て
ほ
し
い
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

青
少
年
健
全
育
成
町
民
大
会　

　

地
域
に
お
け
る
青
少
年
の
自
覚
と
相
互

の
連
帯
感
を
深
め
、
豊
か
な
情
操
を
育
て

よ
う
と
２
月
３
日
、
あ
じ
さ
い
ホ
ー
ル
で

青
少
年
健
全
育
成
町
民
大
会
が
開
催
さ

れ
、
約
３
０
０
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

大
会
で
薄
井
博
美
青
少
年
育
成
協
会
会

長
は
「
子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
が
変
化

し
ま
し
た
。
青
少
年
が
自
立
す
る
た
め
に

は
周
り
の
大
人
が
見
守
っ
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
す
」
と
あ
い
さ
つ
。
そ
の
後
、
青

少
年
育
成
功
労
者
表
彰
な
ど
が
行
わ
れ
、

「
い
ま
子
ど
も
た
ち
は
・
・
・
私
た
ち
に

で
き
る
こ
と
、
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
」
と
題
し
て
夜
回
り
先
生
こ
と
水
谷
修

氏
を
講
師
に
講
演
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
表
彰
さ
れ
た
方
々
は
次
の
と
お

り
で
す
。（
敬
称
略
）

○
青
少
年
育
成
功
労
者
表
彰

海
老
沢
均
（
馬
頭
）、
大
橋
忠
興
（
小
川
）

○
善
行
少
年
表
彰

穴
山
桂
介
（
浄
法
寺
）
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関
東
東
海
花
の
博
覧
会
で

笹
沼
さ
ん
、阿
久
津
さ
ん
が
銅
賞
受
賞

　

花
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
一
層
の
消

費
拡
大
を
図
ろ
う
と
２
月
１
日
か
ら
３
日

の
間
、東
京
の
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
シ
テ
ィ
で
、

第
57
回
関
東
東
海
花
の
博
覧
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
博
覧
会
は
、
関
東
東
海
地
域
の
１

都
11
県
と
花
き
関
係
６
団
体
が
主
催
す

る
日
本
で
最
大
規
模
を
誇
る
展
覧
会
で
、

２
、１
５
０
点
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
枝
物
部
門
で
は
、
笹
沼
巧

さ
ん
（
小
砂
）
の
ハ
ナ
モ
モ
が
、
ま
た
、

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
部
門
で
は
、
阿
久
津

功
さ
ん
（
久
那
瀬
）
の
作
品
が
そ
れ
ぞ

れ
銅
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

北
向
田
で
公
民
館
完
成
祝
賀
会

　

昨
年
８
月
29
日
に
地
鎮
祭
を
行
い
、
工

事
を
進
め
て
い
た
北
向
田
公
民
館
が
完
成

し
、
２
月
３
日
、「
北
向
田
公
民
館
完
成
祝

賀
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

関
係
者
な
ど
約
80
人
が
出
席
し
た
祝
賀

会
で
高
野
孝
一
行
政
区
長
は
「
今
後
は
各

種
団
体
の
活
動
拠
点
と
し
て
公
民
館
を
活

用
し
、
子
ど
も
や
お
年
寄
り
が
安
全
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
づ
く
り
を
積

極
的
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
」
と
あ
い
さ

つ
。
町
長
や
議
長
、
那
珂
川
警
察
署
長
の

来
賓
祝
辞
後
、
磯
野
均
氏
の
発
声
で
乾
杯

を
行
い
、
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

　

公
民
館
は
１
６
２
㎡
（
49
・
１
坪
）

総
工
費
２
、７
０
０
万
円
。
そ
の
う
ち

１
、５
０
０
万
円
は
宝
く
じ
の
助
成
を
受

け
て
い
ま
す
。

八
溝
路
を
た
す
き
で
つ
な
ぐ

　

な
す
み
な
み
若
鮎
駅
伝
競
走
大
会

　

那
珂
川
町
民
と
那
須
烏
山
市
民
の
活
力

向
上
と
駅
伝
の
普
及
を
図
ろ
う
と
２
月
24

日
、「
第
６
回
な
す
み
な
み
若
鮎
駅
伝
競
走

大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
は
大
桶
運
動
公
園
を
発
着
点
に
全

長
25
㎞
（
６
区
間
）
で
行
わ
れ
、
県
内
外

の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
25
チ
ー
ム
が
参
加
し
、

熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

レ
ー
ス
は
１
位
を
保
持
し
て
い
た
「
よ

ろ
し
く
真
岡
で
す
」
が
５
区
で
３
位
に
後

退
し
、「
小
川
那
珂
ク
ラ
ブ
」
が
一
時
1
位

と
な
る
健
闘
を
見
せ
ま
し
た
が
、
最
終
的

に
逆
転
し
、
１
時
間
18
分
49
秒
で
優
勝
し

ま
し
た
。
当
町
か
ら
の
出
場
チ
ー
ム
の
結

果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

３
位　

小
川
那
珂
ク
ラ
ブ

11
位　

馬
頭
ゆ
り
が
ね
会

23
位　

那
珂
川
町
体
協
陸
上
競
技
部

24
位　

吉
野
工
業
所
Ａ
Ｃ

小
川
中
吹
奏
楽
部
コ
ン
サ
ー
ト

　

小
川
中
学
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
第
１
回

ウ
ィ
ン
タ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
が
2
月
10
日
、

あ
じ
さ
い
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
３
年
生
の
引
退

に
よ
り
、
１
、２
年
生
が
主
体
と
な
っ
て

初
め
て
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
生
徒
た
ち

は
独
奏
や
楽
器
ご
と
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
を

一
所
懸
命
に
演
奏
し
ま
し
た
。
最
後
の
合

奏
で
は
、「Choo Choo T

rain

」
な
ど
の

流
行
歌
を
演
奏
。
観
客
席
で
は
音
楽
に
合

わ
せ
て
男
子
生
徒
た
ち
が
振
り
付
け
す
る

な
ど
、
同
級
生
や
Ｏ
Ｂ
、
保
護
者
な
ど
約

１
５
０
人
の
聴
衆
は
手
拍
子
と
と
も
に
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

カーネーション ハナモモ



す
。
運
動
を
す
る
と
筋
力
や
バ
ラ

ン
ス
も
養
わ
れ
、
転
倒
予
防
に
も

役
立
ち
ま
す
。
ま
ず
、
歩
く
こ
と

か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。
腰
や
ひ
ざ

に
痛
み
が
出
て
歩
く
の
が
つ
ら
い

場
合
は
、

室
内
で
で

き
る
体
操

を
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

食
事
で
骨
を
強
く
す
る

　

骨
粗
し
ょ
う
症
を
予
防
す
る
に

は
、
骨
の
材
料
に
な
る
カ
ル
シ
ウ

ム
を
積
極
的
に
と
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
よ
り
多
く
カ
ル
シ
ウ
ム
を

と
る
た
め
の
工
夫
を
紹
介
し
ま

す
。

①
牛
乳
、
乳
製
品
を
調
味
料
と
し

　

て
使
う

・
牛
乳
を
茶
碗
蒸
し
、玉
子
焼
き
、

　

味
噌
汁
、
ス
ー
プ
な
ど
の
隠
し

　

味
に
入
れ
る
と
、
ま
ろ
や
か
な

　

味
に
な
る
。

・
ソ
ー
ス
や
ド
レ
ッ

　

シ
ン
グ
に
牛
乳
、

　

マ
ヨ
ネ
ー
ズ
を
加

　

え
る
。

・
ス
キ
ム
ミ
ル
ク
や

　

粉
チ
ー
ズ
を
ホ
ッ

　

ト
ケ
ー
キ
や
揚
げ

　

も
の
の
衣
に
混
ぜ

　

る
。
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骨
粗
し
ょ
う
症
の
予
防

　

～
あ
な
た
の
骨
は
大
丈
夫
～

　

骨
粗
し
ょ
う
症
と
は
、
骨
の
組

織
が
粗
く
な
っ
て
、
す
が
入
っ
た

よ
う
に
ス
カ
ス
カ
に
な
る
状
態
を

い
い
ま
す
。
骨
粗
し
ょ
う
症
で
最

も
怖
い
の
は
、
さ
さ
い
な
こ
と
で

つ
ま
ず
い
て
転
倒
し
て
し
ま
う
こ

と
で
す
。
高
齢
者
が
転
ぶ
と
骨
折

し
、
寝
た
き
り
の
状
態
に
な
る
人

も
多
い
の
で
す
。

　

食
事
、
タ
バ
コ
、
飲
酒
等
に
注

意
し
、
適
度
な
運
動
や
日
光
浴
を

し
て
骨
を
丈
夫
に
し
ま
し
ょ
う
。

運
動
で
骨
を
強
く
す
る

　

強
い
骨
を
つ
く
り
、
維
持
す
る

た
め
に
は
、
運
動
を
し
て
骨
に
適

度
な
圧
力
を
か
け
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
圧
力
が
か
か
っ
て
は
じ
め

て
カ
ル
シ
ウ
ム
が
骨
に
沈
着
し
ま

　

写
真
は
、
去
る
１
月
29
日
に
２

年
生
29
名
が
、
な
す
高
原
自
然
の

家
で
立
志
式
を
行
っ
た
と
き
の
様

子
で
す
。本
校
で
は
、立
志
式
を
毎

年
県
内
外
の
自
然
の
家
等
を
利
用

し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
内
容
は

学
校
長
や
保
護
者
代
表
の
講
話
、

馬頭東中学校から
意
見
発
表
、
昼
食
作
り
、
自
然
体

験
活
動
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

２
年
生
は
、
少
年
期
か
ら
青
年

期
へ
の
移
行
期
と
し
て
人
格
形
成

の
上
で
大
切
な
年
ご
ろ
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
自
分
自
身
の
存
在
と
将

来
を
か
け
が
え
の
な
い
も
の
と
し

て
受
け
と
め
る
意
識
が
生
徒
た
ち

に
育
つ
こ
と
を
願
っ
て
立
志
を
特
別

の
日
と
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
生
徒
た
ち
は
こ
の
日
の

た
め
に
自
己
の
あ
り
方
を
自
覚
し
、

将
来
の
進
路
に
つ
い
て
志
を
立
て
る

と
と
も
に
文
集
に
ま
と
め
、
お
互
い

の
志
を
確
認
し
、
こ
れ
か
ら
も
、
と

も
に
支
え
合
い
な
が
ら
進
路

の
実
現
に
努
力
し
て
い
け
る

よ
う
絆き
ず
なを
深
め
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
森
嶋
学
校
長
か

ら
「
少
年
よ
、大
志
を
抱
け
」

の
言
葉
を
引
用
し
、
大
き
な

目
標
を
持
つ
こ
と
の
大
切
さ

を
話
さ
れ
、
笠
井
学
年
会
長

か
ら
は
、「
将
来
の
夢
を
し
っ

か
り
も
ち
、
力
強
く
生
き
て

ほ
し
い
」
と
励
ま
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
生
徒
の
代
表

が
立
志
の
誓
い
を
発
表
し
、

将
来
の
夢
を
語
り
合
い
ま
し

た
。

　

昼
食
は
カ
レ
ー
作
り
を
体

験
し
、
生
徒
た
ち
は
「
お
い

し
い
」
と
自
画
自
賛
し
な
が

ら
食
べ
ま
し
た
。
午
後
は
自

然
体
験
の
一
環
で
「
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー

ハ
イ
キ
ン
グ
」
を
行
い
ま
し
た
。
雪

山
で
楽
し
い
雪
遊
び
を
行
う
と
と
も

に
、
真
っ
白
な
雪
の
上
に
自
分
の
目

標
を
書
き
、志
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

  

最
後
に
、
お
世
話
に
な
っ
た
保
護

者
の
皆
さ
ま
に
本
紙
を
お
借
り
し
て

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

②
和
食
の
食
材
を
洋
食
や
中
華
に

　

ア
レ
ン
ジ
す
る　

・
ヒ
ジ
キ
や
豆
腐
、
凍
り
豆
腐
な

　

ど
は
和
食
に
使
う
だ
け
で
な

　

く
、
サ
ラ
ダ
や
炒
め
も
の
、
揚

　

げ
も
の
な
ど
に
も
利
用
す
る
。

③
カ
ル
シ
ウ
ム
食
品
を
常
備
し
て

　

お
く

・
さ
く
ら
エ
ビ
、
ヒ
ジ
キ
、
凍
り

　

豆
腐
、
イ
ワ
シ
の
缶
詰
な
ど
の

　

保
存
食
品
を

　

常
備
し
て
お

　

き
、
こ
ま
め

　

に
使
う
。

タ
バ
コ
に
注
意

　

タ
バ
コ
を
吸
う
と
胃
腸
の
働
き

が
悪
く
な
り
、
カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸

収
が
阻
害
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
タ

バ
コ
は
骨
の
形
成
に
必
要
な
女
性

ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
を
抑
え
て
し
ま

い
、骨
量
不
足
に
つ
な
が
り
ま
す
。

過
度
の
飲
酒
に
注
意

　

ア
ル
コ
ー
ル
に
は
、
腸
で
の
カ

ル
シ
ウ
ム
の
吸
収
を
阻
害
す
る
作

用
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ア
ル
コ

ー
ル
は
利
尿
作
用
が
あ
る
た
め
、

飲
み
過
ぎ
る
と
尿
と
い
っ
し
ょ
に

カ
ル
シ
ウ
ム
が
排
泄
さ
れ
、
カ
ル

シ
ウ
ム
不
足
に
つ
な
が
り
ま
す
。
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大
雪
に
竹
折
れ
る
音
闇
を
裂
く　
　
　
　
　
　
　
　
　

松　

野　
　
　

大
門　

正
一

寒
鯉
の
一
鱗
を
捨
て
銛も
り

躱か
わ

す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

盛　

泉　
　
　

大
金　

游
水

雪
道
に
轍わ
だ
ちゆ
っ
く
り
進
み
け
り　
　
　
　
　
　
　
　
　

松　

野　
　
　

鈴
木　

君
枝

初
夢
に
拍
手
喝
采
の
人
が
居
て　
　
　
　
　
　
　
　
　

久
那
瀬　
　
　

堀
江　

直
子

氏
神
の
祠
は
み
だ
す
鏡
餅　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小　

川　
　
　

桧
山　
　

華

年
新
た
山
河
は
闇
を
脱
ぎ
は
じ
む　
　
　
　
　
　
　
　

小　

砂　
　
　

松
岡　

路
石

休
日
の
雪
の
朝
明
け
動
き
な
き
町
並
み
ぬ
け
し
猫
の
足
あ
と　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

馬　

頭　
　
　

藤
田　

文
代

金
色
に
竹
庭
染
め
し
如
月
の
日
差
し
や
さ
し
き
玻
璃
の
向
ふ
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

馬　

頭　
　
　

佐
藤　

節
子

プ
ー
ル
に
も
水
の
道
あ
り
前
歩
く
人
に
続
け
ば
軽
や
か
な
り
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

馬　

頭　
　
　
五
月
女
ト
ミ
ノ

陽
だ
ま
り
の
緑
さ
や
け
き
蕗
の
薹
摘
み
て
送
り
ぬ
病
後
の
友
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

谷　

田　
　
　

岡
崎　

甫
子

簡
単
な
漢
字
一
文
字
浮
か
び
来
ぬ
老
い
は
じ
わ
り
と
忍
び
つ
つ
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小　

川　
　
　

吾
妻　

洋
子

迂
回
し
て
ま
た
迂
回
し
て
迂
回
し
て
わ
が
老
年
の
行
き
先
知
ら
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小　

川　
　
　

佐
藤　

孝
子

　
　湯

た
ん
ぽ
の
朝
ま
で
温
い
嫁
の
愛　
　
　
　
　
　
　
　

大
山
田
上
郷　

大
森　

愛
子

パ
ン
パ
ン
に
張
っ
た
お
乳
が
頼
も
し
い　
　
　
　
　
　

小　

川　
　
　

平
澤　

照
月

ぽ
か
ぽ
か
に
あ
わ
て
目
覚
め
る
納
屋
の
鍬　
　
　
　
　

大
山
田
下
郷　

佐
藤　

有
紀

他
人
で
も
心
許
せ
る
友
が
い
る　
　
　
　
　
　
　
　
　

小　

砂　
　
　

笹
沼　

季
子

あ
り
が
と
う
そ
の
一
言
で
足
り
る
嫁　
　
　
　
　
　
　

谷　

田　
　
　

岡
崎　

甫
子

他
人
事
な
ん
て
言
え
な
い
事
件
事
故　
　
　
　
　
　
　

薬　

利　
　
　

大
嶹　

克
明

短　

歌

広
報
文
芸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

天
野
純
希
／
著
（
集
英
社
）

　

秀
吉
が
権
力
を
振
る
い
、
三
成
が
野
心
を
抱
い
た
こ
ろ
、
権

力
に
立
ち
向
か
っ
た
若
者
た
ち
が
い
た
。
音
と
踊
り
を
武
器
に

し
て
…
。

　

躍
動
感
あ
ふ
れ
る
時
代
小
説
。
第
20
回
小
説
す
ば
る
新
人
賞

受
賞
作
。

◇
『
親
の
品
格
』　

坂
東
真
理
子
／
著
（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
）

◇
『
や
き
も
の
づ
く
り
、
１
０
０
の
失
敗
』
（
双
葉
社
）

◇
『
渡
部
サ
ト
の
通
園
通
学
グ
ッ
ズ
』
渡
部
サ
ト
／
著
（
河
出
書
房
新
社
）

◇
『
Ｉ
Ｔ
が
つ
く
る
全
員
参
加
社
会
』
小
林
隆
外
／
著
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
出
版
）

◇
『
ア
レ
ル
ギ
ー
は
な
ぜ
起
こ
る
か
』
斎
藤
博
久
／
著
（
講
談
社
）

◇
『
木
を
植
え
る
・
森
を
育
て
る
』
白
石
則
彦
／
作
（
岩
崎
書
店
）

◇
『
ぼ
く
の
友
だ
ち
』
高
橋
秀
雄
／
著
（
文
研
出
版
）

◇
『
ふ
た
り
で
ブ
ラ
ン
コ
』
イ
ロ
ー
ナ
・
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
／
作
・
か
ど
の
え
い
こ
／
訳
（
そ
う
え
ん
社
）

◇
『
世
界
の
保
存
食
③
魚
の
保
存
食
』
谷
澤
容
子
／
著
（
星
の
環
会
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
愛
子
／
著
（
文
藝
春
秋
）

　

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
も
い
ろ
い
ろ
あ
る
の
ね
」
と
孫
は
い
う
。

　

向
こ
う
の
ば
あ
ば
は
と
て
も
優
し
く
上
品
で
、
こ
っ
ち
の
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
と
は
ま
る
で
違
う
。

　

孫
へ
の
愛
情
あ
ふ
れ
る
日
々
を
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
描
い
た
エ
ッ
セ

イ
集
。

『
わ
が
孫
育
て
』

　
　

中
山
圭
子
／
文
・
安
部
真
由
美
／
絵
（
福
音
館
書
店
）

　

色
と
り
ど
り
で
、
食
べ
て
も
お
い
し
い
和
菓
子
。

　

そ
の
美
し
い
色
に
も
形
に
も
、
四
季
折
々
の
自
然
を
感
じ

る
日
本
の
心
が
こ
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
「
菜
の
花
」
「
さ
く

ら
」
四
季
の
移
り
変
わ
り
を
楽
し
め
る
一
冊
で
す
。

『
和
菓
子
の
ほ
ん
』

那珂川町
図書館

『
桃
山
ビ
ー
ト
・
ト
ラ
イ
ブ
』

俳　

句
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町営住宅入居者募集

募集住宅　

※風呂、給湯器は入居者持ち込みと
なります。（大宝地を除く）
※町営住宅の家賃は所得に応じて決
定します。
※入居決定時に敷金（家賃３ヵ月分）
が必要です。
募集期間　３月17日（月）～３月31日（月）
入居予定期日　４月中旬以降予定
その他　入居資格等の詳細について
は、お問い合わせください。
問い合わせ　
建設課管理係　☎0287－92－1118　
小川支所産業建設課土木管理係
　　　　　　　☎0287－96－2116

４月１日から図書館の開館時間・
休館日等が変わります

■開館時間

平日：午前９時30分～午後６時
土曜・日曜：午前９時～午後５時
■休館日

馬頭図書館：毎週月曜日
※月曜日が祝日の場合は、火曜日も
　振替で休館となります。
小川図書館：毎週金曜日
※金曜日が祝日の場合は、土曜日も

　振替で休館となります。
２館共通
　祝日、毎月末日（館内整理日）、年
末年始（12/28～１/４）、特別館内整
理日（年間15日以内）
■旧町の図書館カードが４月１日で使

えなくなります。

　那珂川町図書館「利用者カード」を
お持ちでない方は、新規で登録をお願
いします。
問い合わせ　馬頭図書館　
　　　　　　☎0287－92－5015

那珂川町第九を歌う会
会員募集（第２期）

　あなたも第九を歌ってみませんか？ 
初心者大歓迎！
参加資格　一般町民（中学生以上） 
※中高生の場合は保護者の同意と練
習会場への送迎をお願いします。
練習日　平成20年４月から週１回の
予定（午後７時30分～午後９時）
詳細は発会式時にお知らせします。
練習会場　小川総合福祉センターあじ
さいホール、小川公民館、馬頭総合福
祉センター、山村開発センター（予定）
※日によって変わります。
発表会　平成20年12月14日（日）予定
会場　小川総合福祉センターあじさいホール
曲名　第九第四楽章
指揮 藍原寛治氏（現在宇都宮高校
勤務）
オーケストラ　宇都宮高校オーケスト
ラ部（予定）
ソリスト　県内音楽教員等
会費　大人5,000円、高校生以下1,500円
（楽譜代・傷害保険料など）

発会式　2008年４月16日（水）午後７
時30分　あじさいホール
申し込み締切り　３月21日（金）
※第１期の会員も改めてお申し込みく
ださい。（電話等も可）
問い合わせ　
生涯学習課 ☎0287－92－2897
FAX0287－92－0525
小川公民館☎0287－96－2322
 FAX0287－96－2312 

川崎古墳発掘調査現地説明会

　現在発掘調査中の川崎古墳で、現地
説明会を開催します。どなたでも参加で
きますので、お気軽にお越しください。
日時　３月16日（日）午後１時30分
場所　久那瀬川崎古墳現地

オリエンテーリング大会のご案内

期日　３月29日（土）※雨天中止
受付　午前９時（９時30分スタート）
集合場所　三和神社有料駐車場
コース　元小川史跡めぐりOLPC（10ｋｍ）
申し込み　ハガキに氏名・年齢・住
所・電話番号を記入し、３月20日（金）
までに申し込んでください。
問い合わせ　
〒324-0501那珂川町小川７１０
体育協会ＯＬ部　関根英尊まで　
☎0287－96－2045
募集対象　大人組、家族組で２～5人
で構成、個人可
参加費・地図　無料
持参品　コンパス、携帯電話、飲料水
など　※コンパスは貸し出します。

お知らせ

ゆりがねの湯臨時休業のお知らせ

　町営温泉浴場「ゆりがねの湯」は浴場修理のため下記
の期間、利用できません。
　ご迷惑をお掛けしますが、ご理解とご協力をお願いし
ます。
休業予定期間　３月10日（月）～３月24日（月）
問 い 合 わ せ　商工観光課　☎０２８７－９２－１１１６

団地名 間取り 入居時家賃（円）
松ヶ丘
5 － 3 2DK  8,800 ～ 14,600

古 館
2 － 7 3DK 12,700 ～ 21,100

古 館
3 － 5 2LDK 12,600 ～ 20,800

大宝地
B301 3LDK 22,600 ～ 37,400

広報紙に広告を掲載しませんか？

掲載位置：各ページの下一段
サ イ ズ：縦50㎜×横88㎜
料　　金：２色刷　　　　　　　　１回 5,000円～
　　　　　カラー刷（裏表紙のみ）１回10,000円～
申込期限：掲載希望する月の初日の40日前
※詳しくは企画財政課広報広聴係（☎0287－92－1114）
までお問い合わせください。
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お知らせ

スポーツ安全保険加入のご案内

　スポーツでの思わぬ事故に備え、保
険に加入しましょう。５人以上の団体
から加入できます。
保険期間　平成20年４月１日～
　　　　　　　　平成21年３月31日
受付期限　平成21年３月30日まで
保険料　団体加入の１人当りの年額
・一般成人団体　　　　　  1,500円
・スポーツ少年団員及びスポーツを伴
わない保護者　　 　　　　　 500円
・スポーツ少年団指導者及びスポーツ
を伴う保護者　 　　　  　  1,000円
・老人クラブ　（60歳以上の団体）
　　　　　　　　　　　　　 800円
問い合わせ　総合体育館
　☎０２８７－９２－５６１１

自衛隊一般・技術幹部候補生募集

　一般・技術幹部候補生とは、自衛隊
の幹部自衛官（一般・技術及び飛行要
員）を養成するコースで、将来重要な
ポストに就きます。
受付期間　４月１日～５月９日
１次試験　５月17日（土）・18日（日）
※試験会場は、自衛隊栃木地方協力
　本部です。
応募資格　平成21年４月１日現在で
①、②どちらかに該当する者
①22歳以上26歳未満　
②20歳以上22歳未満で学校教育法に基
づく大学を卒業または卒業見込みの者
出題範囲　大学卒業程度
問い合わせ　自衛隊大田原地域事務
所　☎０２８７－２２－２９４０

県環境森林部出先機関が4月から
新しい組織改編でスタート！

　県環境森林部では、地球温暖化な
どの幅広い環境問題に多角的に取り
組むとともに、「とちぎの元気な森づく
り県民税」事業が円滑に実施できる
よう、平成20年4月に出先機関の組織

改編を行います。
　具体的には現在の健康福祉センタ
ー環境部と林務事務所を統合して、県
西、県東、県北、県南の４つの区域割
りで環境森林事務所を設置します。ま
た、主に環境行政を所管する小山環
境管理事務所と主に森林行政を所管
する矢板森林管理事務所を設置しま
す。当町は県北環境森林事務所の所
管区域となります。
県北環境森林事務所の概要
場所　那須庁舎（大田原市）
所管区域　大田原市、矢板市、那須
塩原市、さくら市、那須烏山市、塩谷
町、高根沢町、那珂川町
※大田原林務事務所、烏山林務事務
　所及び県北健康福祉センター環境
　部を統合
※環境行政については、矢板森林管
　理事務所管内も所管
問い合わせ　県環境森林部環境森
林政策課☎028－623－3267または
烏山林務事務所☎0287－84－1155

法的トラブルで困ったときには
日本司法支援センター法テラスへ

　法的な困りごとはまず、法テラスにお
電話ください。解決に役立つ情報を提供
したり、法律相談の窓口を紹介します。
　また、資力の乏しい方に対しては、
無料で法律相談を行ったり、弁護士等
を紹介し、その費用を立て替えます。
法テラスコールセンター（一般相談）
☎０５７０－０７８３７４
（月～金曜日午前９時～午後９時、
土曜日午前９時～午後５時）

中途失聴・難聴者対象手話講習会
のご案内

　コミュニケーションの困難な難聴者
のための手話講習会を開催します。手
話に関心のある健聴者も歓迎します。
日時　毎月第1・第３火曜日（4月～）
　　　午後1時30分～午後3時30分
場所　小川総合福祉センターすこやか
　　　共生館
参加費　無料（ただし、教材費500円
　　　　が必要）
問い合わせ　栃木県中途失聴・難聴
者協会　県北担当　磯島
FAX０２８７－２８－１３９３

もうひとつの美術館
「春爛漫～今村花子、川村紀子、

清野実菜、竹村幸恵展」

　独特な創作活動をしている今村花
子（京都府）、川村紀子（神奈川県）、
清野実菜（栃木県）、竹村幸恵（兵庫
県）４作家の作品を展示します。
開催期間　5月25日まで
開館時間　午前10時～午後5時
休館日　月、火曜日（４/29、５/５、５
/６は開館します）
入館料　大人500円、小中高校生・70
歳以上・障害者300円
関連企画佐藤真監督追悼イベント
ドキュメンタリー映画「まひるのほし」
上映会
日時　4月26日（土）午後7時
※開催期間中、映画「花子」を展示室
で上映します。

「健康相談｣のお知らせ

　小川健康管理センターの
「健康相談」は、４月から予
約制となります。
　来所の際は、事前にご連絡
くださるようお願いします。
小川健康管理センター
　　　　☎0287－96－2241

旧馬頭町地区の水道検針月及び検針
票・納付書が４月から変更になります。
・検針月が偶数月の下旬へ変更
・検針票・納付書の様式の変更
　なお、口座振替日はこれまでと同じ奇数
月の26日（休日の場合は翌営業日）です。
問い合わせ　上下水道課
　　　　　　☎0287－92－2002
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・４月９日（水）午後１：30～
　テキスト未定
　和やかな雰囲気で語りあっています。
　興味のある方はお気軽にどうぞ。
・場所　馬頭図書館　視聴覚室

読　書　会

窓ガラスをかざろう

「児童館」
3 月16日～ 4 月15日

のお休み

婦人ボランティアのおはなし会　
・４月12日（土）午後２：00～
　おはなしじょうずなボランティアが昔ばなしの
　絵本や紙しばいを読んでくれます。
・場所　馬頭図書館　じどうしつ

春休みお楽しみ会
・３月26日（水）午前10：00～　　　　　
・内容　ミニ音楽会と楽しいゲーム大会
・参加申し込み　３月２３日（日）まで
・参加費　無料

オセロ大会
・３月28日（金）午前９：30～
　今回の優勝はだれかな？
　たくさんの参加を待ってます。

・３月20日（木）午前10：00～
　窓をステンドグラスシートできれいにかざろう

ドッジボール大会
・３月23日（日）午後１：30～　　　　　
　外で思いっきり体を動かそう。
　お友だちを誘って遊びに来てね。

・３月19日（水）午前10：30～
・４月 3 日（木）午前10：30～
　小さいお子さまのためのおはなし会です。
　親子でご一緒にお越しください。
・場所　馬頭図書館 視聴覚室

たのしい絵本と紙しばいの会

パズルとブロックで遊ぼう
・４月３日（木）午前10：00～　　　　　
　いろいろなパズルやブロックで楽しく遊ぼう。
　小さいお子さんも遊びに来てね。

自由に絵をかこう
・４月７日（月）午前10：00～
　好きな絵を自由にかいて児童館にかざりましょう。

開館時間　午前９時～午後５時
☎０２８７－９６－３１０９

お花見会
・４月13日（日）午前10：00～
　みんなで焼きそばをつくってお花見をしよう。
・参加費　100円
・参加申し込み　４月11日（金）まで

小川図書館の休館日
４月４日（金）、11 日（金）

馬頭図書館の休館日
４月７日（月）、14 日（月）

馬頭図書館・小川図書館の休館日
（３/16 ～４/15）

３月17 日（月）、20 日（木）、24 日（月）、31日（月）
※小川図書館は４月１日から金曜日が休館となります。
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3 月1日現在の人口
（住民基本台帳）

 　男　 　9,901 人  （+ 5 ）
 　女　 　9,936 人  （－  9 ）
 　計　　19,837 人  （－  4 ）
 世帯数  　6,006　    （＋  7 ）

（　）内は前月との比較
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た
め
に
巨
大
な

古
墳
を
築
き
ま
し
た
。
は
じ
め
は

１
人
の
た
め
だ
け
に
造
ら
れ
て
い

た
古
墳
も
大
陸
か
ら
新
た
な
技
術

「
横
穴
式
石
室
」
が
伝
え
ら
れ
、複

数
の
死
者
を
埋
葬
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
り
ま
し
た
。

　

那
須
地
域
で
は
、１
、４
５
０
～

１
、３
５
０
年
前
ご
ろ
に
横
穴
式

石
室
を
も
つ
前
方
後
円
墳
や
円
墳

が
築
か
れ
ま
し
た
。
そ
の
１
つ
、

久
那
瀬
に
あ
る
川
崎
古
墳
（
前
方

後
円
墳
・
全
長
49
㍍
）
は
、
玄
室

（
遺
体
を
納
め
る
部
屋
）の
長
さ
約

８
・
２
㍍
、
最
大
幅
約
３
㍍
、
高
さ

約
２
・
２
㍍
の
県
内
最
大
規
模
の

横
穴
式
石
室
を
も
っ
て
い
ま
す
。

石
室
内
か
ら
は
、
装
身
具
・
武
器
・

馬
具
・
須
恵
器
甕
の
破
片
な
ど
が

出
土
し
ま
し
た
。
出
土
品
の
う
ち

７
点
の
耳じ

環か
ん

（
耳
飾
り
）
は
、「
開

閉
が
自
由
に
で
き
、
複
数
の
死
者

を
埋
葬
可
能
」
と
い
う
横
穴
式
石

室
が
も
つ
最
大
の
特
徴
を
物
語
る

も
の
と
い
え
ま
す
。

　
『
古
事
記
』
と
『
日
本
書
紀
』
に

は
、
横
穴
式
石
室
に
ま
つ
わ
る
神

話
が
あ
り
ま
す
。

　

イ
ザ
ナ
ミ
と
イ
ザ
ナ
ギ
は
国
土

を
つ
く
り
、
様
々
な
神
々
を
生
み

ま
し
た
。
火
の
神
を
生
ん
だ
イ
ザ

ナ
ミ
は
火
傷
を
負
っ
て
死
ん
で
し

ま
い
ま
す
。
妻
を
忘
れ
ら
れ
な

い
イ
ザ
ナ
ギ
は
、「
殿
の
と
ざ
し

戸
」
を
通
っ
て
黄
泉
国
に
た
ど
り

着
き
、
現
世
に
戻
ろ
う
と
亡
き
妻

に
懇
願
し
ま
す
が
、
イ
ザ
ナ
ミ
は

ヨ
モ
ツ
ヘ
グ
イ
（
黄
泉
国
の
カ
マ

ド
で
煮
炊
き
し
た
物
を
食
べ
る
儀

式
）
を
済
ま
せ
て
い
る
の
で
戻
る

こ
と
が
で
き
な
い
と
言
い
ま
す
。

こ
の
あ
と
、
イ
ザ
ナ
ギ
は
イ
ザ
ナ

ミ
と
の
約
束
を
破
っ
て
妻
の
腐
敗

し
た
遺
骸
を
見
て
し
ま
い
ま
す
。

驚
い
て
逃
げ
る
イ
ザ
ナ
ギ
に
激
怒

し
た
イ
ザ
ナ
ミ
は
追
手
を
さ
し
む

け
ま
す
が
、
イ
ザ
ナ
ギ
は
髪
飾
り

や
櫛
を
投
げ
て
そ
れ
が
葡
萄
や
筍

と
な
り
、
追
手
が
拾
っ
て
食
べ
て

い
る
う
ち
に
逃
げ
ま
し
た
。
そ
し

て
、「
黄よ
も
つ泉
比ひ

良ら

坂さ
か

」
に
大
き
な
石

を
立
て
、
追
い
か
け
て
き
た
イ
ザ

ナ
ミ
に
コ
ト
ド
ワ
タ
シ
（
現
世
と

の
絶
縁
の
儀
式
）
を
行
い
、
よ
う

や
く
現
世
に
戻
る
こ
と
が
で
き
た

う
ぶ
ご
え

お
く
や
み

川崎古墳出土耳環

（
氏　

名
）（
父
母
の
名
） （
住
所
）

海
老
澤
來ら
い

凱が　

大　

樹

　
　
　
　
　
　

美　

和　

馬　

頭

田
村　

茉ま
り

愛あ　

真　

彦　

　
　
　
　
　
　

多
加
子　

健　

武

岡　
　

凌
り
ょ
う

真ま　

寿　

夫

　
　
　
　
　
　

明
日
香　

矢　

又

渡
邉　

大た
い

志し　

裕　

幸

　
　
　
　
　
　

ま
ゆ
み　

和　

見

岡　
　

大だ
い

詢し
ゅ
ん
　

靖　

典	

　
　
　
　
　
　

亜
紀
子　

久
那
瀬

星　
　

英え
い

甫す
け　

善　

浩

　
　
　
　
　
　

宏　

子　

盛　

泉

塚
田　

柊
し
ゅ
う

成せ
い　

武　

徳	

　
　
　
　
　
　

タ
カ
子　

盛　

泉

北
條　

隼は
や

任と　
　

純

　
　
　
　
　
　

ひ
ろ
み　
大
山
田
上
郷

屋
代　

桃も
も

花か　

和　

希

　
　
　
　
　
　

亜
莉
沙　
大
山
田
上
郷

長
山　

琴こ
と

海み　

寛　

志	

　
　
　
　
　
　

直　

美　

小　

砂

　

澤　
　

兆き
ざ
し　

大　

明

　
　
　
　
　
　

章　

子　

三　

輪

塩
原　

柑か
ん

菜な　

和　

幸

　
　
　
　
　
　

智　

子　

薬　

利

伊
藤　

美み

優ゆ
う　

勝　

幸

　
　
　
　
　
　

真
寿
美　

浄
法
寺

　

平
成
20
年
1
月
21
日
～

　
　

平
成
20
年
2
月
20
日
受
付
分
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第30回

ミニ
ギャラリー

第
３
回
那
珂
川
町
学
生
版
画
コ
ン
ク
ー
ル
町
長
賞

受
賞
作
品
「
リ
ヤ
カ
ー
を
ひ
く
ぼ
く
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

露
久
保
湧
輝
さ
ん
（
大
内
）

　日本美術が好きな方でさ
え「尾

お

形
がた

といったら光
こう

琳
りん

じゃないの？」とおっしゃ
るかもしれません。光琳で
も（あるいは乾

けん

山
ざん

）でもな
く、明治時代の画家尾

お

形
がた

月
げっ

耕
こう

（1859-1920）の名を知る
人はどれほどいることでしょ
う。彼は本の表紙や雑誌『風
俗画報』などの挿

さし

絵
え

、錦絵を多数手掛けるなど
当時人気を得ながらも、明治期の「美術」・
「版画」変革期の影に隠れ埋もれてしまった
画家といえます。
　しかし、月耕とほぼ同じ時代に生き、当館
収蔵品を収集した青木藤作氏（1870-1946）
は、彼の錦絵をたくさん収集しています。今回
はそのなかの一図をご紹介します。
　堀切村（現東京都葛飾区）にあった小高園
は、園内に植えられた花

はな

菖
しょう

蒲
ぶ

を見に多くの遊
客が訪れる庭園でした。江戸時代から人気があ
り広重も描いた花の名所を舞台として、月耕は
情感漂う画面を創りだしています。
　東

あずま

屋
や

から娘がひそやかに見つめる先には、園
内に設けられた座敷でくつろぐ男の姿がありま
す。声をかけることもできず、想いを寄せる相
手をただ見つめるだけの娘の横顔が愛らしく活
写されています（花菖蒲の横に立てかけられた
２本の洋傘が明治という時代を感じさせます

雪
景
色　
　
　

栗
田
知
恵
子
さ
ん
（
健
武
）

尾形月耕「花美人名所合　堀切の菖蒲」大判三枚続

明治 29 年（1896）　当館蔵

ね）。娘には、その隣に腰掛けた婦人の他にも何
人か連れがいるようです。すだれのすぐ後ろには
娘を指さす女性が。「アレ、ごらんヨ、見てるだ
けかい。かあいいねえ」とでもからかっているの
でしょうか。ちらりと見えた落ち着いた色調の着
物から彼女が妙齢の女性であることがわかりま
す。経験豊富な彼女からみれば、ほほえましいば
かりの淡い恋。月耕ならではの柔らかな筆致と色
彩が、そうした主題にふさわしい雰囲気を演出し
ています。

　　　　那珂川町馬頭広重美術館学芸員　津田卓子

冬の押し花
　自然に咲いている山野草を
押し花にして、楽しんでいる
栗田知恵子さん。
　興味のある方は、ぜひ「栗
田押し花教室」（健武）まで
　☎0287－92－４１５２

企 画 展

「美人花くらべ―  風俗画家  尾形月耕の世界」　

※尾形光琳…江戸時代初期の絵師。装飾的な作風

が後世に大きな影響を与えた。代表作に「燕子

花図屏風」「紅白梅図屏風」など。乾山は光琳の

弟。絵師、陶工として兄同様に活躍した。

※この作品は４月13日（日）まで開催の企画展

「美人花くらべー風俗画家尾形月耕の世界ー」に

出品されています。


